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報
告
事
項

第
３
回
小
林
市
・
高
原
町
・
野
尻

町
合
併
協
議
会
以
降
の
経
過
に
つ

い
て

　

第
３
回
協
議
会
以
降
に
開
催
さ

れ
た
、
会
議
や
専
門
部
会
・
分
科

会
等
の
経
過
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

協
議
事
項

国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い
の

変
更
に
つ
い
て　
〈
変
更
・
確
認
〉

　

前
回
確
認
し
た
調
整
方
針
の
う

ち
、保
険
税
賦
課
割
合
、保
険
税
率
、

一
世
帯
、
一
人
当
た
り
の
保
険
税

に
つ
い
て
の
調
整
方
針
の
変
更
に

つ
い
て
提
案
・
協
議
し
、
原
案
の

と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

  〈
確
認
〉

　

施
設
整
備
補
助
金
交
付
制
度
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
寝
た
き
り
老
人

等
介
護
見
舞
金
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
、

敬
老
祝
金
、
敬
老
関
係
事
業
に
つ

い
て
、
調
整
方
針
案
を
提
案
・
協

議
し
、
原
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

障
害
者
福
祉
関
係
に
つ
い
て

〈
一
部
修
正
確
認
・
継
続
協
議
〉

　

障
害
者
福
祉
計
画
、
障
害
福
祉

計
画
、
重
度
心
身
障
害
児
年
金
、

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
、
調
整
方
針
案
を
提
案
・

協
議
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
小
林
市
の
単
独
事
業
・

助
成
分
の
廃
止
に
対
し
反
対
意
見

が
出
さ
れ
た
た
め
、
重
度
心
身
障

害
児
年
金
に
つ
い
て
は
、
調
整
方

針
を
修
正
し
て
確
認
、
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

次
回
継
続
協
議
と
な
り
、
計
画
の

２
項
目
は
、
原
案
の
と
お
り
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
関
係
（
財
政
）
に
つ
い
て

　
　

   〈
確
認
〉

　

以
上
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
幹

事
会
、
専
門
部
会
の
調
整
方
針
を

確
認
し
ま
し
た
。
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国
民
健
康
保
険
、高
齢
者
福
祉
、障
害
者
福
祉
等
４
項
目
を
提
案
・
確
認

国
民
健
康
保
険
、高
齢
者
福
祉
、障
害
者
福
祉
等
４
項
目
を
提
案
・
確
認

７
月
31
日
、小
林
市
須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で
、第
４
回
協
議
会
を
開
催
し
、国
民
健

康
保
険
、高
齢
者
福
祉
、障
害
者
福
祉
、そ
の
他
関
係
（
財
政
）に
つ
い
て
の
提
案
・
確
認
が
行

わ
れ
ま
し
た
。障
害
者
福
祉
は
、一
部
修
正
確
認
・
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

第４回
協議会
報 告
７月31日

▲福祉関係を中心に熱心な協議が展開されました。
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委員から次のような意見・質疑が出されました。
 ●高齢者福祉関係について
委　員： シルバー人材センターの一本化について、
専門部会・幹事会等でどのような議論がなされ、今
後どのように調整されるのか。１市２町の作業賃金
の違いは。また、敬老祝金の支給額が違うが、小林
市に統一した場合、新市での財源負担はどの程度の
増になるのか、具体的な調整方針は。
分科会：シルバー人材センターについては、専門部
会・幹事会では特段何も出なかった。方向性が決ま
れば、各シルバー人材センターの長を集めて、説明
を行う。作業単価について具体的な協議はしていな
いが、西諸地区でだいたい統一している。
敬老祝金は、合併後の試算では、平成20年度2,225
千円、平成23年度2,775千円、平成24年2,335千円の
増となる。

 ●障害者福祉関係について
委　員：障がい者に対する「害」という字は、イ
メージ的なもの等もあるため、新市基本計画に合わ
せて、ひらがな表記の「障がい」に統一した方が良
いのでは。
分科会：基本的に法律や制度等で「障害者○○法」
等とある場合は、そのまま「害」を使う。一般的に
は「障がい」というひらがな表記が良いということ
で、小林市では各課に通知をしたところである。
■重度心身障害児年金
委　員：重度心身障害児年金の段階的な引き下げ、
廃止は、福祉の後退につながるのではないか。平成
19年度で119万円くらいであれば継続できないか。
分科会：対象者は高原町が12名、野尻町が５名であ
り、金額的には612千円程度の増であるが、特別障
害児扶養手当等もあるため、これは廃止しようとい
うことになった。
委　員：わずか月３千円、総体的に見ても200万円
足らずであり、このくらいはどこかで辛抱すれば何
とかなるのではないか。
委　員：この制度は、小林市と旧須木村が合併して
新しくできた制度と聞いている。財政的に厳しいか
ら廃止というのは、弱者切捨てにつながってくる。
再度検討し直して継続してほしい。
委　員：重度の心身障がい児を抱える家庭にとって
は、かなり大きな負担。月３千円でもありがたい制
度であり、高原町、野尻町にも対象者がいるため、
再度検討してほしい。
委　員：重度心身障がい児を持つ親

おや ご

御さんに年金の
使い道を聞くと、おむつ代、リハビリ等のガソリン
代、薬代等に使っており、子どもを施設に預けても
何かあったら迎えに行かないといけないため、母親
は働けない。障がい児を持つ親にとって３千円は貴
重であり、廃止は実情無視の福祉後退。実情を踏ま
えて再検討すべきである。
■重度心身障害者医療費助成
委　員：重度心身障害者医療費助成の対象者の療育
手帳Ａ、Ｂ１、Ｂ２とはどういう意味か。

分科会：Ａの方が療育の程度が重い方、Ｂ１、Ｂ２
の方は日常生活等に多少の影響はあるが、比較的程
度の軽い方で、程度が重い順にＡ、Ｂ１、Ｂ２、Ｃ
というランクになる。
委　員：障がい者を抱える家庭は、かなりの医療費
がかかっている。財政面では厳しいが、小林市の制
度を廃止するのではなく、できるだけ助成がなくな
らないような方法は考えられないものか、再度検討
をお願いする。
委　員：Ｂ１、Ｂ２の方だけ除外するのはおかし
い。Ａに近い障がいの程度の方もいる。小林市だけ
の事業だから廃止するということにはならない。財
政面だけで弱者切捨てにつながるようなことではい
けない。
委　員：小林市の制度を廃止するのは、何を目的と
してのことか。
分科会：県の事業で医療費助成をやっており、小林
市の単独事業で療育手帳Ｂ１、Ｂ２所持者まで対象
とした。年々増えて、その財源が1,800万円近くに
なっている。財源的なものが一番の理由である。
委　員：幹事会が調整方針を決めるには裏付けがあ
る。合併は基本的に行財政改革が目的。高原町、野
尻町にはなく、小林市だけの事業であり、財政面を
踏まえるとどうなのか、後々に禍根が残らないよう
良く検討してほしい。
委　員：制度廃止の理由が行財政改革というが、行
財政改革にはだれも反対していない。高原町、野尻
町にないから、小林市の事業を廃止するのは福祉の
後退である。合併の名を借りて、障害福祉計画にあ
る適切な障害者施策を放棄しつつある。この提案内
容と障害者福祉計画との整合性が認められない。再
度検討することを要請する。

【お詫びと訂正】
　協議会だより第３号の３ページで、下水道関係に
ついて、小林市の公共下水道事業への委員の質疑に
対し分科会が「平成22年度までに事業完了予定であ
る」と答えておりますが、誤りがありましたので、
お詫びして次のとおり訂正させていただきます。
　小林市は公共下水道の第３期事業実施を計画して
おり、平成22年度の認可を予定しています。事業実
施にあたり、測量委託を今年度（平成20年度）中に
発注する予定です。
　その測量結果を受けて、事業内容等を決定してい
くため、現時点では事業費や期間等の明確な数値を
報告できない状況です。
　なお、財源内訳については、国が45％、残りの
55％を市が負担します。市負担のうち約90％が起
債、残りの10％は負担金や使用料等の収入を充てま
す。
　当初の全体事業面積は630haと計画していました
が、約400haへの変更を考えています。第３期の事
業期間については、全体の計画目標年次が平成37年
度となっていますが、測量結果によって期間も流動
的です。 
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●今回確認された調整方針の内容
項　　目 調　　整　　方　　針

協定項目第22号
「国民健康保険
事業の取扱い」
の変更

１． 保険税賦課割合、保険税率については、合併時に統一する。また、納期は８期とし、暫定
賦課・本賦課の時期は、小林市の方式に統一する。ただし、合併年度は、合併前の市町の
例による。（変更・確認）

２． 一世帯、一人当たりの保険税については、合併時に統一するよう調整する。ただし、合併
年度は、合併前の市町の例による。（変更・確認）

３．出産育児一時金は、小林市の制度に統一する。
４．葬祭費については、高原町・野尻町の制度を適用する。
５．温泉療養所利用補助は合併時に廃止する。
６． あんま・はり・きゅう施術費支給については、補助金額は小林市の制度に統一し、制限回
数については、高原町・野尻町の制度に統一する。

７．人間ドックについては、合併までに、検査内容・補助金額を調整し、合併時に統一する。
８．保健事業の執行については、現行どおり、保険税の１％を充てる。
９． 国民健康保険運営委員の定数等については、被用者保険等保険者を代表する委員は、現行
の小林市に合わせる。国民健康保険医を代表する委員は、小林市の現行どおり西諸医師会
から３人、歯科医師団から１人の推薦を受ける。被保険者を代表とする委員４人と公益を
代表する委員４人については、地域性を考慮して合併までに選任する。

10． 国民健康保険準備積立基金については、現在の基金保有額の確保に努め、新市に引き継
ぐ。

協定項目第25号
「各種事務事業
の取扱い」のう
ち「（５）高齢
者福祉関係」

１．施設整備補助金交付制度
　　 施設の老朽化や建築基準法改正による整備が生じる可能性があるため、現行の小林市の制
度を継続する。なお、補助金額等については、合併までに調整を図る。

２．養護老人ホーム
　　養護老人ホームについては、現行のまま新市に引き継ぐ。
３．配食サービス
　　 対象者は小林市の制度に統一するものとするが、実施主体がそれぞれ異なるため、当面現
行どおりとし、３年を目処に随時調整する。

４．外出支援サービス
　　 地域の実情を踏まえ、現行のまま新市に引き継ぐが、合併後３年を目処に統合するよう調
整する。

５．緊急通報システム事業
　　 委託先は小林市の制度に統一するが、利用料については、合併後２年を目処に統合するよ
う調整する。

６．シルバー人材センター
　　各シルバー人材センター間の協議のうえ、小林市の制度に統一する方向で調整する。
７．寝たきり老人等介護見舞金
　　小林市の制度に統一するが、支給額、対象要件については、合併までに見直し調整する。
８．福祉タクシー
　　小林市の制度に統一するが、支給対象者等の見直しを検討し調整する。
９．敬老祝金
　　敬老祝金の支給については、小林市の制度に統一する。
10．敬老関係事業
　　 敬老関係事業、米寿・喜寿の祝及び合同金婚式については、地域の特性を考慮し、当面現
行のまま新市に引き継ぐ。ただし、事業内容については、合併後に見直し調整する。

協定項目第25号
「各種事務事業
の取扱い」のう
ち「（６）障害
者福祉関係」

１．障害者福祉計画
　　 計画におけるサービスの数値目標の設定及び地域の実情に合わせた施策づくりを含め、合
併後１年を目処に新たな計画を策定する。

２．障害福祉計画
　　 平成20年度の第２期計画策定時に、計画の策定方法や見込量の算出方法を統一し、合併後
１年を目処に統合するよう調整する。

３．重度心身障害児年金
　　小林市の制度に統一する。（修正・確認）
４．重度心身障害者医療費助成（継続協議）
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議
会
議
員
・
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数

議
会
議
員
・
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数

及
び
任
期
等
の
取
扱
い
小
委
員
会
を
開
催

及
び
任
期
等
の
取
扱
い
小
委
員
会
を
開
催

　

第
３
回
小
委
員
会

７
月
14
日　

小
林
市
役
所
大
会
議
室

■
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
等

　

小
林
市
選
出
委
員
か
ら
「
定
数
特
例
」、高
原
町
・

野
尻
町
選
出
委
員
か
ら
「
在
任
特
例
」
を
望
む
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
意
見
が
集
約
で
き

な
い
た
め
、
次
回
継
続
協
議
と
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

●
小
林
市
選
出
委
員
の
意
見

・
原
則
だ
と
２
町
は
納
得
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
定

数
か
在
任
の
二
者
択
一
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

・
個
人
的
に
は
在
任
特
例
と
言
い
た
い
が
、
財
政

的
な
こ
と
を
考
え
、
定
数
特
例
を
適
用
す
る
考
え

を
持
っ
て
い
る
。　
　

・
今
回
は
編
入
合
併
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
定
数

特
例
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

・
合
併
の
意
義
を
考
え
る
時
、
経
費
を
削
減
す
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。
定
数
特
例
が
良
い
方

法
で
は
な
い
か
。

・
小
林
市
議
会
で
は
大
方
が
定
数
特
例
と
い
う
声

で
あ
る
。
仮
に
在
任
特
例
の
場
合
、
議
場
に
44
名

入
る
こ
と
に
な
る
。
会
議
場
所
を
ど
う
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
か
ら
も
定
数
特
例
で
あ
る
。

・
小
林
と
須
木
が
合
併
し
て
２
年
足
ら
ず
。そ
の
間
、

高
原
町
と
野
尻
町
が
小
林
市
と
の
合
併
に
進
ま
れ

た
経
緯
を
お
聞
き
し
た
い
。
２
年
間
で
な
ぜ
方
向

性
が
変
わ
っ
た
の
か
。

・
高
原
町
、
野
尻
町
の
方
か
ら
合
併
し
て
く
れ
と

言
っ
て
き
た
。
小
林
市
に
は
前
回
の
不
信
が
あ
る
。

在
任
、
在
任
と
主
張
さ
れ
る
と
、
編
入
合
併
と
は

一
体
何
な
の
か
。

・
市
民
か
ら
、「
前
回
合
併
し
て
い
れ
ば
、
今
回
の

協
議
経
費
等
も
必
要
な
か
っ
た
、
な
ぜ
今
ご
ろ
合

併
か
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

・
高
原
町
、
野
尻
町
が
編
入
合
併
と
い
う
こ
と
で

定
数
特
例
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
角
も

立
た
ず
に
話
が
前
に
進
む
の
で
は
な
い
か
。

・
い
か
に
経
費
削
減
す
る
か
が
合
併
の
目
的
。
定

数
特
例
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
小
林
市
議
会
は
、
行
財
政
改
革
や
前
回
の
両
町

の
離
脱
の
経
緯
か
ら
ほ
と
ん
ど
定
数
特
例
と
い
う

意
見
で
あ
る
。

・
本
来
な
ら
ば
原
則
で
失
職
だ
が
、
せ
め
て
定
数

特
例
を
認
め
な
い
と
不
安
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

譲
歩
し
て
い
る
。

・
住
民
の
真
の
関
心
事
は
議
員
定
数
。
議
員
の
定

数
減
を
恐
れ
て
い
て
は
、
地
域
住
民
は
合
併
に
賛

成
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
住
民
の
感
情
を
重
視
し
た
い
。
小
林
市
民
だ
け

で
な
く
ほ
か
の
２
町
住
民
の
意
見
も
聞
く
が
、
議

員
定
数
減
は
仕
方
な
い
、
何
の
た
め
の
合
併
か
と

い
う
声
が
あ
る
。

・
小
林
は
定
数
特
例
、
２
町
は
在
任
特
例
を
そ
れ

ぞ
れ
主
張
し
て
い
る
。
互
い
に
言
い
合
う
だ
け
で

は
前
に
進
ま
な
い
。
小
林
が
し
っ
か
り
受
入
れ
態

勢
を
整
え
な
い
と
い
け
な
い
。

●
高
原
町
・
野
尻
町
選
出
委
員
の
意
見

・
今
回
は
編
入
合
併
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
在
任

特
例
を
適
用
し
て
い
た
だ
き
、
在
任
さ
れ
る
議
員

は
勉
強
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
色
々
な
方
の
意
見
を
聞
い
た
が
在
任
特
例
と
い

う
意
見
が
多
い
。
個
人
的
に
在
任
特
例
の
考
え
で

あ
る
。

・
合
併
は
住
民
の
た
め
に
あ
る
べ
き
。
在
任
特
例

の
適
用
で
幅
広
い
意
見
を
反
映
さ
せ
る
方
が
望
ま

し
い
。

・
昨
年
、
合
併
推
進
が
公
約
で
あ
っ
た
現
町
長
が

当
選
し
た
と
い
う
こ
と
は
町
民
の
声
が
合
併
を
望

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

・
合
併
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
。
感
情
論
で
い
く

と
合
併
そ
の
も
の
が
危
う
く
な
る
。
小
林
市
が
広

い
心
で
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
我
々
は
前
回
の
統
一
選
で
住
民
の
負
託
を
受
け

て
、
更
に
議
員
の
定
数
も
減
ら
し
、
経
費
節
減
に

努
め
て
い
る
。

・
定
数
特
例
適
用
に
し
ろ
在
任
特
例
適
用
に
し
ろ
、

我
々
の
試
算
で
は
経
費
に
大
し
た
差
は
な
い
。

・
合
併
後
に
調
整
す
る
項
目
を
１
年
く
ら
い
議
員

全
員
が
在
任
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
住
民

の
負
託
に
応
え
て
い
く
責
任
が
我
々
に
は
あ
る
。

・
吸
収
合
併
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
へ
の
住
民
の
不

安
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
や
は
り
在
任
特
例
が
必

要
で
あ
る
。

・
定
数
特
例
で
は
立
続
け
に
選
挙
が
あ
り
、
住
民

に
混
乱
を
来
す
の
で
好
ま
し
く
な
い
。

・
今
度
の
合
併
は
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
。
１
市
２
町

に
と
っ
て
大
き
な
損
失
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
前
向
き
な
協
議
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
野
尻
町
議
会
で
は
13
月
間
在
任
、
報
酬
は
現
行

の
町
議
会
議
員
報
酬
額
を
据
え
置
き
と
い
う
方
向

性
で
固
ま
っ
て
い
る
。

・
在
任
特
例
を
適
用
す
れ
ば
経
費
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
は
住
民
の
中
に
あ
る
。
ま
ず
は
経
費
、
次

に
選
挙
の
定
数
と
い
う
形
が
良
い
。

■
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及
び
任
期
等

　

意
見
を
踏
ま
え
、
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及

び
任
期
等
に
つ
い
て
は
、
次
回
確
認
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

・
農
業
従
事
者
は
65
歳
以
上
の
男
性
が
多
く
、
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
若
年
層
が
少
な
く
担
い
手

が
い
な
い
た
め
、
耕
作
放
棄
地
も
増
加
し
て
い
る
。

農
業
委
員
の
重
要
性
は
よ
く
分
か
り
、
在
任
特
例

適
用
で
問
題
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
農
業
委
員
は
地
域
密
着
で
あ
り
、
公
選
委
員
だ

け
で
は
足
り
な
い
。
在
任
特
例
で
良
い
の
で
は
な

い
か
。

・
農
地
は
地
元
の
委
員
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
。

・
選
挙
区
は
各
市
町
の
３
地
域
で
良
い
。

・
高
齢
化
が
進
み
遊
休
農
地
も
増
加
し
て
い
る
現

状
。
ぜ
ひ
在
任
で
お
願
い
し
た
い
。

・
合
併
の
期
日
次
第
で
は
、
在
任
期
間
は
最
長
何

年
に
な
る
か
。

・
合
併
後
に
選
任
委
員
の
選
任
は
で
き
る
の
か
。

　▲第３回小委員会
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第
４
回
小
委
員
会

７
月
31
日　

小
林
市
須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
１
階
研
修
室

■
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
等

　

小
林
市
選
出
委
員
か
ら
「
定
数
特
例
」、高
原
町
・

野
尻
町
選
出
委
員
か
ら
「
在
任
特
例
」
を
望
む
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
意
見
が
集
約
で
き

な
い
た
め
、
次
回
継
続
協
議
と
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

●
小
林
市
選
出
委
員
の
意
見

・
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
我
々
の
主
張
の
正
し
さ

を
確
信
し
た
。
合
併
に
期
待
す
る
こ
と
は
「
行
政

の
効
率
化
、
行
財
政
改
革
」
で
、「
議
員
・
職
員
数

の
削
減
」
が
一
番
多
い
。
不
安
な
点
で
、「
議
員
の

削
減
で
住
民
の
声
が
届
か
な
く
な
る
」
は
最
下
位
。

定
数
特
例
の
適
用
が
適
切
で
は
な
い
か
。

・
合
併
協
議
会
設
置
の
議
決
で
反
対
し
た
議
員
ま

で
含
め
て
、
在
任
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

・
小
林
市
議
会
か
ら
定
数
特
例
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ど
う
し
て
も
在
任
特
例
し
か
認
め
な
い
の
な
ら
、

小
林
市
は
合
併
協
議
か
ら
降
り
ざ
る
を
得
な
い
。

・
定
数
特
例
を
推
す
理
由
は
、
❶
財
政
面
❷
議
員

数
の
問
題
❸
委
員
会
室
・
会
派
室
の
不
足
❹
議
員

増
に
伴
う
事
務
局
職
員
の
増
で
あ
る
。

・
編
入
で
議
会
会
場
の
持
回
り
は
考
え
ら
れ
な
い
。

・
基
本
的
に
編
入
合
併
で
は
編
入
さ
れ
る
市
町
村

長
及
び
議
員
は
失
職
す
る
。
定
数
特
例
で
高
原
町

６
名
、
野
尻
５
名
を
救
済
す
る
。
合
併
効
果
を
高

め
る
に
は
定
数
特
例
が
望
ま
し
い
。

・
現
行
報
酬
で
い
く
と
し
て
も
定
数
特
例
の
方
が

経
費
的
に
少
な
く
て
済
む
。
住
民
の
た
め
の
合
併

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
在
任
特
例
で
な
い
と
本

当
に
地
域
住
民
の
声
が
届
か
な
い
の
か
。
他
の
手

段
は
な
い
の
か
。

・
新
市
ま
ち
づ
く
り
小
委
員
会
で
高
原
町
、
野
尻

町
に
合
併
新
法
に
基
づ
く
地
域
自
治
区
を
設
置
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
目
的
は
合
併
時
の
不
安
解

消
。
地
域
協
議
会
の
下
に
実
行
組
織
を
作
り
、
地

域
自
治
区
を
充
実
す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の
声
は

届
く
の
で
は
な
い
か
。

・
２
町
は
議
員
定
数
を
削
減
し
た
と
言
う
が
、
小

林
市
も
削
減
し
て
い
る
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
議

員
削
減
の
声
が
多
く
、
議
員
に
厳
し
い
意
見
。
果

た
し
て
住
民
は
在
任
特
例
で
納
得
さ
れ
る
の
か
。

・
住
民
の
意
思
確
認
を
ど
こ
ま
で
や
っ
て
い
る
の

か
。
一
般
住
民
は
議
員
の
特
例
が
あ
る
こ
と
す
ら

知
ら
な
い
。
議
員
の
目
の
前
で
、
在
任
は
お
か
し

い
と
言
え
な
い
は
ず
。
具
体
的
な
住
民
の
回
答
が

出
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
重
視
す
べ
き
。

・
高
原
、
野
尻
の
住
民
説
明
会
は
ど
う
い
う
説
明

会
だ
っ
た
の
か
。
住
民
の
不
安
と
は
、
お
そ
ら
く

議
員
が
何
人
か
残
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
。
そ
れ

は
地
域
自
治
区
設
置
で
解
消
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

・
２
町
の
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
在
任
特
例
と
い
う

が
、
結
局
は
議
員
が
在
任
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
。
議
員
が
少
な
く
な
る
と
意
見
が
通
ら

な
い
と
言
う
が
、
各
種
の
地
域
・
分
野
の
組
織
・

団
体
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
意
見
は
集
約
で
き
る
。

・
定
数
特
例
ま
で
は
小
林
市
は
良
い
と
言
っ
て
い

る
。
後
は
２
町
に
選
択
権
を
与
え
て
あ
る
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、
議
員
削
減
の
声
が
多
い

の
は
行
財
政
改
革
で
な
く
、
議
員
は
何
を
し
て
い

る
の
か
と
い
う
不
信
感
。
議
員
が
全
員
在
任
し
て

新
市
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
く
の
は
あ
り
得
な
い
。

・
行
財
政
改
革
は
重
視
す
べ
き
。
合
併
で
須
木
の

議
員
は
11
名
が
３
名
に
減
っ
た
が
、
不
安
の
声
は

な
い
。
予
算
面
も
気
を
遣
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

●
高
原
町
・
野
尻
町
選
出
委
員
の
意
見

・
野
尻
町
に
は
「
野
尻
町
の
未
来
を
考
え
る
会
」

と
い
う
住
民
組
織
が
あ
り
、「
住
民
不
安
の
解
消
の

た
め
在
任
特
例
を
」
と
い
う
団
体
の
声
が
あ
る
。

・
合
併
後
の
調
整
や
「
町
立
病
院
は
診
療
所
に
」

と
の
小
林
市
民
の
声
な
ど
、
数
で
押
し
切
ら
れ
な

い
か
不
安
で
あ
り
在
任
特
例
を
お
願
い
し
た
い
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
行
財
政
改
革
面
で
は
在
任
特
例

は
費
用
が
高
い
。
し
か
し
住
民
の
不
安
の
面
で
、

一
部
の
地
域
が
発
展
し
て
、
残
り
の
地
域
は
寂
れ

る
不
安
が
あ
る
と
60
％
の
人
が
回
答
し
て
い
た
。

・
議
会
の
会
場
持
回
り
は
、
事
前
に
予
約
が
可
能

な
の
で
問
題
な
い
。

・
在
任
期
間
中
は
２
町
の
現
行
報
酬
を
用
い
、
定

数
特
例
は
小
林
市
の
報
酬
で
試
算
す
れ
ば
、
そ
う

差
が
出
な
い
。

・
必
ず
し
も
在
任
特
例
で
な
い
と
、
住
民
の
声
を

拾
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
議
会
で

偏
っ
た
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
経

費
に
差
が
な
い
な
ら
、
在
任
で
い
か
せ
て
ほ
し
い
。

・
何
と
し
て
も
合
併
を
成
功
さ
せ
た
い
。
議
員
が

議
員
の
身
分
の
事
を
言
う
の
は
、
保
身
に
近
い
か

も
し
れ
な
い
。
何
が
何
で
も
在
任
特
例
を
認
め
て

く
れ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

・
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
ど
こ
ま
で
住
民
が
理
解

し
て
回
答
し
た
か
分
か
ら
な
い
。
在
任
特
例
は
経

費
が
か
か
る
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
地
域
自
治
区
で
本
当
に
地
域
の
声
が
届
く
の
で

あ
れ
ば
意
味
が
あ
る
が
、
や
は
り
議
員
数
を
現
状

の
ま
ま
在
任
の
方
が
住
民
の
不
安
解
消
に
な
る
。

・
高
原
町
で
は
議
員
の
定
数
も
課
題
だ
が
、
病
院

存
続
の
事
も
あ
る
。
議
員
が
減
る
と
病
院
問
題
は

ど
う
な
る
の
か
と
い
う
不
安
が
あ
る
。

・
住
民
の
声
が
届
か
な
い
の
で
は
、
と
い
う
意
見

が
多
数
あ
る
。
合
併
協
議
会
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
を
出
し
あ
っ
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
望
ん

で
前
向
き
に
進
め
て
い
く
べ
き
。

・
高
原
町
の
説
明
会
は
、
法
定
協
設
置
前
に
昨
年

９
月
か
ら
各
地
区
で
開
催
し
、
な
ぜ
合
併
協
議
を

す
る
の
か
、
行
財
政
改
革
の
観
点
、
編
入
合
併
と

新
設
合
併
の
違
い
等
を
説
明
し
た
。

・
高
原
町
議
会
で
は
区
長
会
と
の
意
見
交
換
会
を

行
い
、
大
方
の
区
長
が
「
在
任
で
頑
張
っ
て
く
れ
」

と
言
わ
れ
た
。
議
会
は
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
同
時
に

議
決
機
関
で
も
あ
り
、
在
任
を
主
張
し
て
い
る
。

・
前
回
合
併
時
は
須
木
の
議
員
は
在
任
だ
っ
た
。

合
併
後
の
定
数
は
少
な
く
て
も
結
構
だ
。
行
政
能

力
を
向
上
す
る
た
め
、
１
年
間
は
報
酬
が
低
く
て

も
良
い
の
で
、
在
任
特
例
で
や
ら
せ
て
ほ
し
い
。

■
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及
び
任
期
等

　

意
見
を
踏
ま
え
、「
❶
農
業
委
員
会
の
委
員
は
合

併
新
法
に
基
づ
き
、
在
任
特
例
を
適
用
す
る
❷
新

市
に
農
業
委
員
会
を
一
つ
置
く
❸
１
市
２
町
の
区

域
に
３
選
挙
区
を
設
置
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

・
在
任
特
例
の
意
見
が
多
数
で
あ
る
。

・
選
挙
区
は
３
つ
で
お
願
い
し
た
い
。

・
公
選
委
員
の
人
数
は
何
人
か
。

・
選
任
委
員
の
振
り
分
け
可
能
と
は
、
次
回
で
の

こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
。

・
農
業
委
員
会
は
新
市
に
一
つ
で
良
い
の
で
は
。

　▲第４回小委員会
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新
市
基
本
計
画
・
地
域
自
治
区
等

新
市
基
本
計
画
・
地
域
自
治
区
等

設
置
検
討
小
委
員
会
を
開
催

設
置
検
討
小
委
員
会
を
開
催

　

第
３
回
小
委
員
会

７
月
８
日　

小
林
市
役
所
大
会
議
室

■
高
原
町
・
野
尻
町
の
地
域
自
治
組
織

　

意
見
を
踏
ま
え
、「
合
併
新
法
に
基
づ
き
、
高
原

町
・
野
尻
町
の
区
域
に
そ
れ
ぞ
れ
地
域
自
治
区
を

置
く
。
設
置
期
間
は
６
年
以
内
と
し
、
須
木
区
と

期
間
を
合
わ
せ
る
」
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

地
域
自
治
区
の
名
称
、
地
域
自
治
区
の
区
長
の

選
任
等
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
集
約
で
き
な
い
た

め
、
次
回
継
続
協
議
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
地
域
自
治
区
の
設
置

・
地
域
自
治
区
の
設
置
と
は
、
旧
須
木
村
と
の
合

併
の
際
と
同
じ
も
の
に
す
る
の
か
。
今
回
違
っ
た

も
の
が
で
き
て
も
良
い
の
か
。

・
現
在
の
須
木
自
治
区
の
在
り
方
は
今
の
ま
ま
で

よ
い
の
か
。
住
民
の
声
が
地
域
協
議
会
を
通
し
て

生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

・
地
域
で
助
け
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
作
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
市
町
で
自
治
区

を
つ
く
っ
て
も
、
住
民
と
結
び
つ
か
な
い
の
で
は

意
味
を
な
さ
な
い
。

・
高
原
町
、
野
尻
町
の
住
民
不
安
は
あ
る
と
思
う
。

地
域
自
治
区
を
小
林
市
も
含
め
て
設
置
し
、
そ
の

下
に
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
作
り
、
総
体
的
に
捉

え
る
べ
き
。

・
行
政
自
ら
が
課
題
を
持
っ
て
や
る
べ
き
。
現
在

の
自
治
組
織
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
。

・
須
木
と
同
じ
よ
う
な
組
織
の
方
が
良
い
の
で
は
。

地
域
自
治
区
は
設
置
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

・
住
民
自
治
と
は
い
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
は
行
政

サ
イ
ド
で
色
々
と
す
る
べ
き
。

・
住
民
参
加
を
い
か
に
徹
底
し
て
い
く
か
。
合
併

は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
始
ま
り
で
あ
る
。

・
今
の
高
原
町
を
見
て
自
治
区
を
創
っ
て
も
機
能

し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
住
民
が
い
か
に
町
の
こ

と
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
か
が
大
事
だ
。

●
地
域
自
治
区
の
名
称

・
名
称
は
「
野
尻
町
」
が
良
い
と
思
う
。

・
ど
の
名
称
に
す
る
か
に
つ
い
て
、
法
の
制
約
は

な
い
の
か
。

・「
町
」
が
つ
く
と
紛
ら
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
。

須
木
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
る
。

・
野
尻
町
は
委
員
で
話
し
合
っ
て
「
野
尻
町
」
と

し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

・
名
称
に
つ
い
て
は
、
高
原
町
、
野
尻
町
で
は
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
説
明
会
の
よ
う
な
も
の
を
行
う

予
定
は
な
い
の
か
。

・
説
明
会
は
行
っ
て
い
な
い
が
、住
民
サ
イ
ド
で「
野

尻
町
」
と
す
る
意
見
が
多
い
。

・
町
外
に
出
て
い
る
人
の
思
い
も
考
え
る
と
、「
町
」

が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
。

・
郷
愁
は
必
要
な
い
。
個
人
的
に
は
、
須
木
と
同

じ
方
向
を
目
指
す
べ
き
。

・
行
政
・
市
民
・
議
会
一
体
と
な
っ
て
考
え
を
ま

と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
将
来
、市
の
中
に「
町
」

が
あ
る
の
は
お
か
し
い
と
考
え
る
人
が
い
る
か
も

知
れ
な
い
。

●
地
域
自
治
区
の
設
置
期
間

・
須
木
で
は
10
年
以
内
と
な
っ
た
が
、
で
き
る
だ

け
早
く
一
体
感
を
醸
成
す
べ
き
。

・
須
木
と
の
合
併
の
際
の
残
り
の
期
間
で
足
並
み

を
揃
え
た
方
が
良
い
。

・
○
年
以
内
と
い
う
よ
り
○
年
と
、
し
っ
か
り

謳う
た

っ
た
方
が
良
い
。

●
地
域
自
治
区
の
事
務
所
の
所
掌
事
務

・
前
回
の
小
委
員
会
で
総
合
支
所
の
機
能
で
確
認

済
み
で
は
な
い
か
。

●
地
域
自
治
区
の
区
長
の
選
任

・
区
長
を
置
く
と
な
る
と
、
副
市
長
相
当
職
を
置

く
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

・
組
織
機
構
は
部
制
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
区

長
設
置
と
の
関
係
が
出
て
く
る
。
事
務
所
長
に
職

員
を
充
て
れ
ば
良
い
。

・
区
長
に
権
限
が
あ
っ
て
も
、
副
市
長
事
務
分
担

規
則
に
よ
り
副
市
長
が
事
務
を
行
う
の
で
あ
れ
ば

区
長
を
置
く
意
味
が
あ
る
の
か
。

・
事
務
所
の
長
は
一
般
職
で
も
良
い
。

・
校
区
単
位
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
で
き
て
機

能
す
れ
ば
、
特
別
職
の
区
長
で
は
な
く
職
員
が
事

務
所
長
で
良
い
。
財
政
面
の
事
も
あ
り
、
副
市
長

と
各
区
長
で
特
別
職
が
５
人
に
な
っ
て
良
い
の
か
。

・
住
民
の
不
安
解
消
が
第
一
。
一
体
感
が
出
る
ま

で
は
区
長
を
置
き
一
定
の
権
限
を
与
え
る
べ
き
。

全
て
の
決
裁
を
本
庁
に
上
げ
れ
ば
、
事
務
事
業
の

遅
滞
も
出
て
く
る
。

・
一
般
職
員
が
決
裁
権
を
持
っ
て
良
い
の
か
。
地

域
住
民
の
意
見
を
区
長
が
ま
と
め
て
市
長
に
伝
え

る
必
要
が
あ
る
。

・
職
員
が
自
治
区
長
に
な
れ
ば
、
職
名
の
変
更
が

必
要
に
な
る
。
一
般
職
員
で
対
応
で
き
る
の
か
。

住
民
に
は
期
待
と
不
安
の
両
面
が
あ
る
。

・
区
長
を
置
く
意
見
が
多
か
っ
た
。
旧
町
の
町
長

が
区
長
に
な
れ
ば
落
ち
着
く
か
も
知
れ
な
い
が
、

そ
れ
で
良
い
の
か
。

・
高
原
町
も
野
尻
町
も
統
一
見
解
を
示
し
て
ほ
し

い
。
自
分
は
絶
対
区
長
は
必
要
だ
と
思
う
が
。

●
地
域
協
議
会
の
組
織
、
委
員
の
選
任
等

・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
つ
く
っ
た
時
に
地
域
の

代
表
も
入
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
。

・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
余
計
必
要
な
い
。
地
域

自
治
区
が
１
つ
あ
れ
ば
良
い
。

・
各
地
域
か
ら
１
人
は
代
表
が
出
た
ほ
う
が
良
い

と
思
う
。

・
10
人
以
内
で
は
欠
席
が
出
る
と
機
能
し
な
い
。

15
人
以
内
の
方
が
良
い
。

・
須
木
と
委
員
数
を
合
わ
せ
た
方
が
う
ま
く
い
く

と
思
う
。

・
人
口
の
違
い
が
あ
る
の
で
、
須
木
と
は
合
わ
せ

な
く
て
良
い
の
で
は
。

・
委
員
の
人
数
は
人
口
割
で
も
良
い
と
思
う
が
、

合
併
す
る
と
公
共
的
団
体
数
も
減
る
の
で
、
そ
ん

な
に
は
要
ら
な
い
の
で
は
。

● 

地
域
自
治
区
（
特
例
）
設
置
期
間
終
了
後
の
地

域
自
治
組
織
の
あ
り
方

・
合
併
を
機
に
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
難
局
を
乗
り
越
え
な

い
と
い
け
な
い
。

■
総
合
支
所
の
機
能

・
須
木
と
の
合
併
の
際
は
、
職
員
は
10
年
間
、
退

職
者
の
半
数
採
用
と
な
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
制
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
検
討
課
題
と
し
て
で
も
入
れ
た

方
が
良
い
の
で
は
。

　▲第３回小委員会
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第
４
回
小
委
員
会

７
月
24
日　

小
林
市
役
所
大
会
議
室

■
高
原
町
・
野
尻
町
の
地
域
自
治
組
織

●
地
域
自
治
区
の
設
置
期
間

　

意
見
を
踏
ま
え
、「
地
域
自
治
区
の
設
置
期
間
は
、

合
併
の
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

た
だ
し
、
一
定
期
間
を
経
過
し
た
後
、
評
価
し
、

再
度
検
討
す
る
」
こ
と
と
し
ま
し
た
。

・
設
置
期
間
が
６
年
以
内
と
３
月
31
日
ま
で
で
は

意
味
が
違
う
。
行
政
の
事
務
執
行
面
か
ら
は
年
度

末
ま
で
が
望
ま
し
い
。

・
小
林
市
の
本
庁
舎
も
建
替
時
期
に
来
て
い
る
。

た
だ
し
書
を
入
れ
た
方
が
良
い
。

・
合
併
後
、
早
く
融
合
が
進
ん
だ
時
は
、
設
置
期

限
が
繰
り
上
が
る
。
た
だ
し
書
を
入
れ
た
方
が
良

い
。

・
新
庁
舎
を
早
め
に
建
設
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
。
高
原
町
、
野
尻
町
も
建
替
え
な
い
と
い
け
な

い
か
も
知
れ
な
い
。

・
役
所
の
組
織
機
構
と
関
係
し
て
く
る
。
組
織
の

再
編
は
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
再
検
討
し
た

結
果
で
、
設
置
期
間
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

・
新
庁
舎
建
設
は
不
確
定
要
素
が
多
い
。
設
置
期

間
は
、
新
庁
舎
建
設
と
切
り
離
し
て
考
え
た
方
が

良
い
。

・
た
だ
し
書
は
、「
一
定
の
期
間
経
過
後
」
と
、
あ

る
程
度
の
柔
軟
性
を
持
た
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

・
合
併
後
に
何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、「
一

定
期
間
」
と
し
た
方
が
良
い
。

・
一
定
期
間
で
な
く
４
年
と
決
め
た
方
が
良
い
。

ど
の
時
点
で
誰
が
判
断
す
る
の
か
。

・
議
員
を
は
じ
め
良
識
の
あ
る
方
々
が
た
く
さ
ん

い
る
の
で
判
断
で
き
る
の
で
は
。

・
一
定
期
間
と
し
て
お
い
て
今
や
ら
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
時
期
に
す
れ
ば
よ
い
。

●
地
域
自
治
区
の
名
称

　

意
見
を
踏
ま
え
、「
地
域
自
治
区
の
名
称
は
、
そ

れ
ぞ
れ
『
高
原
町
』、『
野
尻
町
』
と
す
る
」
こ
と

と
し
ま
し
た
。

・「
野
尻
町
」
と
、「
町
」
を
入
れ
た
方
が
良
い
。

そ
の
よ
う
な
意
見
で
ま
と
ま
っ
た
。

・
町
民
の
意
見
を
聴
く
の
が
大
事
。
須
木
と
の
関

係
も
あ
る
が
、
野
尻
町
の
意
見
に
高
原
町
も
合
わ

せ
た
方
が
良
い
と
思
う
。

・
須
木
と
の
兼
ね
合
い
が
あ
る
。
そ
こ
は
ど
う
す

る
の
か
。

・
小
林
の
意
見
も
示
し
て
ほ
し
い
。
編
入
合
併
だ

か
ら
、
小
林
の
意
見
に
従
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

・
簡
素
化
が
一
体
感
醸
成
の
た
め
の
基
本
で
あ
り
、

須
木
と
合
わ
せ
た
方
が
良
い
。

・「
町
」
を
残
し
た
い
の
は
年
配
の
人
の
意
見
。
若

い
人
た
ち
は
小
林
市
と
し
て
の
印
象
し
か
な
い
。

「
町
」
は
要
ら
な
い
と
思
う
。

・「
町
」
を
残
し
て
一
定
期
間
経
過
後
に
判
断
す
る

こ
と
で
は
い
け
な
い
の
か
。

●
地
域
自
治
区
の
区
長
の
選
任
等

　

地
域
自
治
区
の
区
長
の
選
任
等
に
つ
い
て
は
、

意
見
が
集
約
で
き
な
い
た
め
、
次
回
継
続
協
議
と

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

・
須
木
に
な
ら
っ
て
区
長
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

・
副
市
長
相
当
職
５
人
は
考
え
ら
れ
な
い
。
１
人

年
間
１
千
万
円
の
財
源
が
必
要
。
財
政
的
に
区
長

を
置
く
余
裕
は
な
い
。

・
小
林
市
は
経
常
収
支
比
率
が
１
年
間
に
２
％
増

え
て
い
る
。
ま
ず
財
政
を
把
握
す
る
べ
き
。
区
長

設
置
は
慎
重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
高
原
町
の
場
合
は
、
財
政
状
況
は
改
善
が
見
ら

れ
て
い
る
。

・
住
民
説
明
会
資
料
に
よ
る
と
、
高
原
町
は
平
成

23
年
に
は
５
億
円
の
赤
字
に
な
る
と
説
明
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
う
な
の
か
。

・
期
間
は
短
く
て
も
、
住
民
の
不
安
払
拭
の
た
め

に
は
、
区
長
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

・
財
政
が
厳
し
い
の
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
小
林

市
と
２
町
の
体
制
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
も
、
区

長
設
置
は
必
要
で
あ
る
。

・
住
民
の
不
安
解
消
の
た
め
区
長
は
必
要
と
言
う

が
、
小
林
の
住
民
は
納
得
し
な
い
。

・
財
政
面
だ
け
を
考
え
れ
ば
落
ち
込
む
ば
か
り
。

合
併
を
申
し
入
れ
た
以
上
、
小
林
の
言
う
と
お
り

に
す
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
高
原
町
、
野
尻
町
の
意
見
が
小
林
市
に
伝
わ
る

の
が
一
番
大
事
。
そ
れ
が
で
き
る
な
ら
、
別
に
区

長
で
な
く
て
も
良
い
。

・
住
民
が
行
政
に
も
っ
と
参
画
す
る
組
織
を
作
る

こ
と
で
住
民
の
不
安
、
懸
念
を
払
拭
し
て
い
く
の

か
が
大
事
。

・
地
域
協
議
会
に
対
す
る
期
待
感
と
同
時
に
不
安

も
あ
る
。
受
け
入
れ
る
側
の
柔
軟
性
が
必
要
な
の

で
は
。

・
財
政
状
況
が
年
々
悪
化
し
て
き
て
い
る
の
は
事

実
。編
入
で
も
い
い
か
ら
合
併
さ
せ
て
く
れ
と
言
っ

て
き
て
い
る
の
で
は
。

・
町
長
は
小
林
市
と
一
緒
に
新
し
い
時
代
を
創
っ

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
思
う
。

・
新
市
の
一
体
感
の
た
め
に
区
長
設
置
等
は
排
除

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
実
際
、
他
の
地
区

で
区
長
を
置
い
て
も
同
じ
と
聞
く
。

・
財
政
問
題
が
あ
る
か
ら
合
併
が
必
要
な
の
で
は
。

生
き
た
お
金
の
使
い
方
を
し
な
い
と
、
と
ん
で
も

な
い
こ
と
に
な
る
。

・
特
別
職
を
置
く
の
と
一
般
職
を
置
く
の
と
で
は

違
う
。
事
務
職
員
を
も
っ
て
充
て
れ
ば
良
い
の
で

は
。
そ
れ
よ
り
組
織
を
き
ち
ん
と
作
り
上
げ
る
こ

と
が
大
事
。

●
地
域
協
議
会
の
委
員
の
選
任
等

　

意
見
を
踏
ま
え
、「
地
域
協
議
会
は
、
委
員
15
人

以
内
で
組
織
す
る
」
こ
と
と
し
ま
し
た
。

・
人
口
１
万
人
で
協
議
会
委
員
が
10
人
で
は
少
な

い
。
15
人
位
が
良
い
の
で
は
。

・
色
々
な
団
体
が
あ
り
、
多
様
な
意
見
の
集
約
に

は
15
人
が
適
当
で
は
な
い
か
。

・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
連
動
し
て
い
か
な
い
と

住
民
の
不
安
は
払
拭
で
き
な
い
。
地
域
協
議
会
の

人
数
は
柔
軟
な
方
が
よ
い
。

・
地
域
協
議
会
は
大
き
過
ぎ
て
も
だ
め
。
15
〜
20

人
位
が
良
い
と
思
う
。

・
須
木
は
見
直
し
が
必
要
。
協
議
会
は
あ
る
が
地

域
団
体
と
連
携
し
て
い
な
か
っ
た
。
15
人
は
妥
当

な
の
で
は
な
い
か
。

● 

協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
あ
り
方

　

意
見
を
踏
ま
え
、「
新
市
に
お
い
て
、
小
林
市
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
指
針
に
基
づ
き
、
小

学
校
区
単
位
を
基
本
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

組
織
は
、
設
置
す
る
よ
う
調
整
す
る
」
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　▲第４回小委員会
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野尻町野尻町

高原町高原町

小林市小林市

　

第
５
回
小
委
員
会

７
月
31
日　

小
林
市
須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室

■
高
原
町
・
野
尻
町
の
地
域
自
治
組
織

●
地
域
自
治
区
（
特
例
）
設
置
期
間
終
了
後
の
地

　

域
自
治
組
織
の
あ
り
方

　

意
見
を
踏
ま
え
、
地
域
自
治
区
（
特
例
）
設
置

期
間
終
了
後
に
つ
い
て
は
、
設
置
期
間
の
項
目
に

地
域
自
治
組
織
の
設
置
の
是
非
を
検
討
す
る
旨
の

た
だ
し
書
を
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

❶
６
年
間
の
特
例
設
置
期
間
終
了
後
に
、
小
林
市

を
含
め
た
一
般
の
地
域
自
治
区
制
度
へ
移
行
す
る

と
い
う
こ
と
を
規
定
し
て
お
く
❷
一
般
制
度
へ
の

移
行
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
う
規
定
を
協
議
書

の
中
に
入
れ
て
お
く
❸
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
等

を
考
え
て
、
特
例
の
設
置
期
間
終
了
後
に
一
般
制

度
は
置
か
な
い
と
い
う
、
３
つ
の
方
法
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

・
❷
は
検
討
す
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
期
間

に
検
討
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
今
、
須
木
に

で
き
て
い
る
地
域
協
議
会
で
、
必
要
と
認
め
た
時

に
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
良
い
の
か
。

・
設
置
期
間
の
た
だ
し
書
と
の
整
合
性
を
図
っ
て

お
か
な
い
と
い
け
な
い
。
合
併
し
て
首
長
の
任
期

４
年
間
自
治
区
を
設
置
し
た
と
想
定
し
て
、
そ
の

時
点
で
存
続
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
べ
き
。

・
こ
こ
で
、
断
定
的
に
私
た
ち
が
判
断
と
い
う
の

は
難
し
い
。
そ
の
と
き
の
議
会
や
首
長
が
判
断
す

る
も
の
。
柔
軟
性
の
あ
る
表
現
に
し
て
お
か
な
い

と
い
け
な
い
。

・
一
体
感
が
醸
成
さ
れ
れ
ば
要
ら
な
い
と
思
う
。

一
定
期
間
で
見
直
し
、
条
件
と
し
て
一
般
の
自
治

区
を
置
く
こ
と
を
検
討
す
る
と
入
れ
れ
ば
良
い
の

で
は
な
い
か
。

●
地
域
自
治
区
の
区
長
の
選
任
等

　

地
域
自
治
区
の
区
長
の
選
任
等
に
つ
い
て
は
、

意
見
が
集
約
で
き
な
い
た
め
、
次
回
継
続
協
議
と

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

・
財
政
問
題
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
野
尻
町
、

高
原
町
は
自
立
が
難
し
い
た
め
合
併
協
議
を
申
し

入
れ
た
。
小
林
市
も
経
常
収
支
比
率
が
９
７
．９
％

と
２
％
上
が
り
、
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
で
は

な
い
。
地
域
協
議
会
を
き
ち
ん
と
機
能
さ
せ
る
こ

と
が
住
民
の
不
安
、
懸
念
の
払
拭
に
つ
な
が
る
。

・
高
原
町
の
経
常
収
支
比
率
は
０
．５
％
下
が
っ
て

い
る
。起
債
残
高
も
90
億
か
ら
今
年
は
82
億
に
な
っ

て
お
り
、
あ
と
５
年
後
に
は
非
常
に
身
軽
に
な
る
。

・
財
政
問
題
で
は
な
く
、
ど
う
し
た
ら
一
体
感
が

出
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
一
体
感
の
た
め
に
は
区

長
は
必
要
な
く
、
職
員
で
十
分
だ
と
思
っ
て
い
る
。

・
事
務
所
長
が
住
民
不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う
な

人
か
ど
う
か
が
大
事
。事
務
所
長
と
し
て
、高
原
町
、

野
尻
町
の
人
が
十
分
安
心
で
き
る
よ
う
な
職
員
を

置
け
ば
よ
い
。

・
職
員
の
事
務
所
長
の
場
合
に
、
職
位
が
ど
の
辺

に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
事
。

・
人
口
６
万
人
の
市
に
な
っ
た
ら
課
制
で
は
無
理

が
あ
り
、
部
制
と
な
る
と
部
長
が
事
務
所
長
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

・
住
民
の
安
全
安
心
の
た
め
区
長
は
必
要
だ
ろ
う
。

合
併
し
て
２
年
経
つ
が
、
区
長
が
い
て
こ
そ
、
活

動
も
し
や
す
い
し
行
動
も
と
り
や
す
い
。
市
長
に

直
接
言
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
区
長
で
は
な
い
か
。

・
権
限
さ
え
与
え
れ
ば
優
秀
な
方
は
い
る
の
で
、

財
政
的
問
題
で
言
え
ば
、
そ
う
い
う
方
を
区
長
に

採
用
し
て
い
け
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

・
合
併
し
て
誰
が
一
番
寂
し
い
か
と
い
え
ば
住
民

で
あ
る
。
住
民
の
安
全
を
考
え
る
と
支
所
長
は
絶

対
に
必
要
だ
ろ
う
。

・
私
が
基
本
的
に
合
併
反
対
な
の
は
、
小
林
市
か

ら
の
回
答
の
中
に
「
高
原
町
は
危
機
的
財
政
の
中
」

と
い
う
の
が
入
っ
て
い
た
。
こ
の
文
言
は
、
高
原

町
が
助
け
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な
感

じ
。
一
体
と
な
っ
て
新
し
い
町
を
つ
く
り
、
大
き

く
し
て
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
求
め
る
の
は
大
賛

成
。
商
工
会
は
合
併
し
な
く
て
良
い
の
で
は
と
い

う
意
見
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

・
み
ん
な
で
一
つ
に
な
っ
て
合
併
す
る
た
め
、
過

去
の
こ
と
は
考
え
ず
に
前
向
き
に
結
束
し
て
い
こ

う
。
高
原
町
、
野
尻
町
の
人
た
ち
が
安
心
す
る
た

め
に
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
。

・
１
市
２
町
の
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
あ
っ
て
、

２
町
の
住
民
の
合
併
に
対
す
る
期
待
と
不
安
と
動

揺
を
小
林
市
が
心
広
く
対
応
し
て
く
れ
る
か
、
心

情
的
な
問
題
を
優
先
し
な
け
れ
ば
こ
の
問
題
は
片

付
か
な
い
。
合
併
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
。

・
み
ん
な
の
気
持
ち
と
し
て
は
合
併
す
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
。
区
長
を
設
置
す
る
こ
と
は
決
ま
っ
て

い
る
。

・
副
市
長
格
の
区
長
を
置
く
の
か
、
事
務
所
長
を

置
く
の
か
、
財
政
の
問
題
が
出
て
く
る
の
は
当
然

だ
。
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
徴
を
生
か
し
て
、
あ
る
程
度
の
期
間
は
、
職

員
で
は
な
く
区
長
を
置
い
て
、
一
定
程
度
の
権
限

を
持
た
せ
て
ほ
し
い
。

■
新
市
基
本
計
画 （
第
４
章
〜
第
８
章
）

　

意
見
を
踏
ま
え
、
新
市
基
本
計
画
の
第
４
章
〜

第
８
章
に
つ
い
て
は
、
次
回
協
議
・
確
認
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
今
は
高

齢
者
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
す
べ
て
を
含
ん
だ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
考
え
方
に
進
ん

で
き
て
お
り
、
そ
う
い
う
発
想
の
方
が
良
い
の
で

は
な
い
か
。

・
病
院
問
題
に
つ
い
て
、
今
年
４
月
に
県
が
見
直

し
た
医
療
計
画
で
は
周
産
期
医
療
、
小
児
救
急
医

療
、
が
ん
医
療
等
が
都
城
市
に
再
編
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
県
の
医
療
計
画
を
念
頭
に
置
い

た
考
え
方
が
で
き
な
い
か
。

　▲第５回小委員会
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●高原町・野尻町の区域に合併新法による地域自治区を設置する予定です。
１．設置目的 住民に身近な事務の処理にあたり、住民の意見を十分に反映させるとともに、行政

と住民との相互の連携を図ることを目的に設置します。
２．設置根拠法令 市町村の合併の特例等に関する法律（合併新法）第 23 条
３．設置 合併協議会の協議により設置することができます。関係市町議会の議決が必要です。
４．設置期間 合併協議会で定める期間ですが、概ね 10 年以内が適当です。
５．設置区域 旧市町単位を設置区域とします。
６．規約等 規約制定の義務付けはなく、必要な事項は協議で定めます。

７．地域自治区の機能 ❶地域の住民の意見を行政に反映　❷行政と住民との協働による地域づくりの場
❸市長の権限に属する事務

８．地域自治区の事務所
地域自治区の事務所は必ず設置しなければなりません。市町村合併により、旧市町
に総合支所を設置する場合は、その総合支所に設置する場合が考えられます。
地域自治区の事務所の役割　❶市長の権限に属する事務　❷地域協議会の事務処理

９．地域自治区の職員 地域自治区の事務所の長及び職員は、新市の職員を充てます。

10．地域自治区長 地域自治区の事務所の長に代えて、合併協議会の協議により、地域自治区に期間を
定めて特別職の区長を置くことができます。区長は市長が選任します。

11．地域協議会

地域の公共的団体代表、学識経験者、公募市民等で構成する地域協議会を設置します。
ア．構成員　地域自治区の区内に住所を有する者のうちから市長が選任します。
イ．任期　４年以内　　ウ．協議会委員の報酬　支給しないことができます。
エ．権限等
⑴ 次に掲げる事項のうち、市長、その他の市の機関（教育委員会等）により諮問さ
れたもの又は必要と認めるものについて審議し、市長、その他の市の機関（教育
委員会等）に意見を述べることができます。

　❶地域自治区の事務所が所掌する事務に関する事項
　❷❶のほか、市が処理する地域自治区の区域に係る事務に関する事項
　❸ 市の事務処理に当たっての地域自治区の区域内に住所を有する者との連携の強

化に関する事項
⑵市長の対応等
　❶ 市長は、条例で定める市の施策に関する重要事項であって地域自治区の区域に

係るものを決定し、または変更しようとする場合は、あらかじめ、地域協議会
の意見を聴かなければなりません。

　❷ 市長、その他の市の機関（教育委員会等）は、(1) 及び (2) の❶の意見を勘案し、
必要があると認めるときは、適切な措置を講じなければなりません。

12．解散 設置期間満了により解散します。

※上記の表は合併新法の制度内容ですので、高原町・野尻町の地域自治区の具体的内容は現在協議中です。

地域自治区のイメージ

地域協議会
①住民意向の反映　　②協働の要

事務所の長(区長）
地域自治区の事務所(総合支所）

協
働

住
民
・
自
治
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
等

市
長

協働

新市
選任

選任

諮問

意見
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■住民のニーズと期待　　（住民アンケート調査結果から抜粋）
　 　合併に対する期待や心配、新市の将来イメージなどについて、住民の意向を把握するた
め、平成20年５月に住民アンケート調査を実施しました。

　 　調査対象は、小林市・高原町・野尻町に居住する18歳以上の男女の方々で、あわせて
3,000名の方に調査を依頼した結果、1,204票の回答（回収率40.1％）が得られました。以
下、この結果をもとに住民の皆さんのニーズと期待を分析し、まとめました。

　　住民アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。

（１）まちの現状の評価
　 　現在、お住まいのまちの生活環境について、26項目にわたって現状の満足度をお聞きし
ましたが、「やや不満」「不満」の回答が多かった順に上位15項目を示すと以下のとおり
となりました。

　 　「雇用の場の確保｣、「公共交通機関の便利さ｣、「情報通信網の整備状況｣、「観光基盤
の整備状況」などへの不満が大きく、“交通・情報”と“産業・雇用”が住民にとって最大の課
題と認識されていることがうかがえます。

お住まいのまちの生活環境　不満の大きい上位 15 項目
（単位：％）
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％

65.4

47.6

37.0

32.3

23.3

8.2

66.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

行政経費の削減や行財政運営の効率化

ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟによる企業誘致、若者の定住促進

広域的観点からの施策展開

広域的な視点での公共施設の効果的な整備

行政サービスの高度化、多様化

質の高い施設整備や大規模事業の実施

その他

回答者数=1204

 ％

60.3

37.0

29.8

23.9

20.7

16.8

10.5

66.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

きめ細かなサービスが受けにくくなる

一部地域だけが発展し他地域が取り残される

連帯感が薄れ地域社会形成がむずかしくなる

文化や伝統などの地域性がなくなる

合併後の役所が遠くなり不便になる

都市化で自然環境が損なわれるおそれがある

議員数減少で住民意見が反映されにくくなる

その他

回答者数=1204

（２）合併で期待すること、不安なこと
　 　合併した際に期待することについては、「行政経費の削減や行財政運営の効率化」と「イ
メージアップによる企業誘致、若者の定住促進」の２つがほぼ同率で１位と２位を占めて
います。次いで「広域的視点からの施策展開」や「広域的な視点での公共施設の効果的な
整備」など、より大きな視点に立った新しいまちづくりへの期待が示されています。

合併で期待すること　（複数回答）

　 　一方、合併で不安なことについては、「きめ細かなサービスが受けにくくなる」と「一部
地域だけが発展し他地域が取り残される」の２つが６割以上の高率で１位、２位を占めて、
これらへの強い懸念が示される結果となっています。

　 　次いで、「連帯感が薄れ地域社会形成がむずかしくなる」と、「文化や伝統などの地域性
がなくなる」が、３位、４位で続いており、これまでに長年にわたって築いてきた地域の
伝統や文化などが薄れていくことへの懸念も強いものがみられます。

合併で不安なこと　（複数回答）
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％

38.9
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0 10 20 30 40 50 60

保健・福祉のまち

雇用機会の豊富なまち

すみずみまで行政の手が届くやさしいまち

緑豊かな自然環境を大切にするまち

交通事故、犯罪の少ない安全なまち

子どもたちが地域で健全に育つまち

自然と調和した農林水産業の盛んなまち

回答者数=1204

％

36.3

26.0

25.2

16.4

12.9

12.5

12.1

11.8

11.5

10.7

9.7

9.6

7.1

6.8

36.5

0 10 20 30 40 50

地域保健医療体制や救急医療体制の充実

企業誘致、商業の振興など地域経済の活性化

若者の定住促進

福祉サービスの充実

子育て支援体制の充実

公共交通機関の充実

豊かな自然環境の保全・活用

ごみ収集・リサイクル体制の整備

農林水産業の振興

交通安全施設及び防犯施設の充実

学校教育・教育環境・施設の充実

道路網整備による交通利便性の向上

住民と一体となったまちづくりの推進

地域の特性に応じた土地利用の推進

行政サービス提供システム等の整備・充実

回答者数=1204

（３）新市の将来イメージ
　 　合併した際の、新市として目指すべき将来イメージについてお聞きしたところ、第１位
は「保健・福祉のまち」、第２位は「雇用機会の豊富なまち」、第３位は「すみずみまで行
政の手が届くやさしいまち」という３つの将来イメージが上位を占める結果となっていま
す。次いで自然環境を大切にするまち、安全なまち、子どもが健全に育つまちなどが続く
結果となっています。

新市の将来的なまちづくりのイメージ　上位７項目（複数回答）

（４）新市として優先的に取り組むべき施策　 
　 　合併した際に、新市として優先的に取り組むべき具体的な施策についてお聞きしたとこ
ろ、上記の将来イメージの結果と対応して「地域保健医療体制や救急医療体制の充実」と「企
業誘致、商業の振興など地域経済の活性化」が１位、２位を占める結果となりました。次
いで「若者の定住促進」、「福祉サービスの充実」、「子育て支援体制の充実」等が上位を占
めています。

新市として優先的に取り組むべき施策　上位 15 項目（複数回答）
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　　 合併協議会で策定する新
　　市基本計画とはどのよう
なものですか？
Ｑ

　　 合併新法に基づく新市基本
　　 計画は、具体的な施策を盛
り込み、合併後の新市におけるま
ちづくりの方向を示すもので、い
わば合併市町のマスタープランと
しての役割を果たすものです。
　計画の期間については、特に法
律上定められているわけではあり
ませんが、最近の合併の事例をみ
ると、概ね10年となっています。
　また、計画に盛り込むべき事項
やその内容は、基本的には合併
協議会において、合併関係市町の
自主的判断で策定されるものです
が、合併新法第６条に計画に盛
り込むべき事項が例示されていま
す。
　新市基本計画は、合併の是非を
判断するための重要な判断材料と
なるもので、合併協定項目の一つ
として作成されるものです。合併
新法に基づく合併推進債などの財
政措置は、この計画に基づいて講
じられることとなります。

Ａ

ホームページをご覧ください。
　ホームページでは協議会の開催予定や協議状況、協議会だよりな
ど、常に最新の情報を更新しながら、お知らせしています。
　また、会議資料と会議録は、協議会事務局で閲覧できます。
　ぜひ協議会のホームページをご覧ください。

http://toweb.city.kobayashi.lg.jp/ktn-gappei/
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協議会・小委員会を傍聴しませんか。

第９回新市基本計画・地域自治区等設置検討小委員会
　日時：平成 20 年９月 18 日（木）　午後６時～
　場所：小林市役所４階大会議室

第７回合併協議会
　日時：平成 20 年９月 25 日（木）　午後１時 30 分～
　場所：野尻町農村環境改善センターホール

※ 日程は変更になる場合がありますので、事前に事務局にご確認く
ださい。


